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評価はRECIST，有害事象はNCI CTC．first line :
second line以降は 15例 :35例，観察期間115日
（47～ 205):65（30～215）1st line右側結腸，2??line























































































































20? 悪性腫瘍家系内集積と STK11の germline
 
mutationを認めた Peutz-Jeghers症候群
の 1例
星総合病院 外科，?東北家族性腫瘍研究会
佐久間威之，野水 整
山田 睦夫，片方 直人
渡辺 文明，竹之下誠一?
症例は40歳男性のPJS患者．38歳時に回腸・大腸
ポリープ切除を受け，その摘出病理診断は全て過誤腫
であった．家系内に子宮体癌を含む7名の癌罹患者を
認めた他に第1度近親者7名と姪1人に口唇色素斑が
認めた．本症例のDNAからSTK11遺伝子解析を実
施．その結果，exon5 codon212でのACC→AC(1bp
 
deletion)によるフレームシフト変異が確認された．
今後本症候群の確定診断や保因者診断にこの遺伝子診
断が有用と考えられた．
21? HNPCC家系の手術経験
青森県立中央病院 外科
西川 晋右，井川 明
赤坂 治枝，青木 計績
久留島徹大，大里 雅之
井上 茂章，中舘 敏博
三上 泰徳，森田 隆幸
34歳女性でRbRaに 1型の高分化腺癌を認めた．家
族歴でHNPCCの診断基準のAmsterdam criteria II
を満たしていた．低位前方切除術および両側側方郭清
を施行した．遺伝子検査でDNAミスマッチ修復遺伝
子のhMLH1の変異が同定されたため家系内未発癌
者の発症前診断が可能だが同意が得られていない．今
後も慎重な経過観察を続けるとともに，本疾患の詳細
な説明とカウンセリングを続けて行く．
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